
 ２．岡⼭⼤学における学び                                              

 

 

 岡山大学での学びについて少し理解できましたか？おそらく高校までとは違う印象を持たれ

たのではないでしょうか。学ぶ内容が違えば方法も異なります。ここでは，大学の授業のしくみ

について説明します。 

 

２−１ 学年暦 
 

 岡山大学の一年間は，高校と同じ４月から翌年３月までの年度方式をとっています。 

 ２０２３年度の行事予定である学年暦や皆さんに関係する大事なスケジュールは４㌻の「主要なスケジ

ュール」にあります。 

 

２−２ 学年と学期 
 

 岡山大学では，２０１６年度から，１学年を４分割する４学期制を導入しています。多くの授業は，１

科目について５０分授業を１４回行うことを基本としていて，学期ごとに完結し，４年ないし６年にわた

る一貫教育を行っています。この４学期制の採用により，短期間の集中的な学習による履修効果の向上及

び授業科目数の増加による選択の幅の拡大等を図っています。 

 

２０２３年度 

 
学  年    ４月 １日 ～   ３月３１日（翌年） 

第１学期   ４月 １日 ～  ６月 ８日 

第２学期   ６月 ９日 ～  ８月１０日 

夏季休業    ８月１１日 ～  ９月３０日 

第３学期  １０月 １日 ～ １１月３０日 

第４学期 
 １２月 １日 ～  ２月１４日 

 （冬季休業：１２月２５日～１月４日） 

春季休業    ２月１５日 ～  ３月３１日 

   ※年度により，各学期の開始・終了日は異なります。学期の開始・終了日については，年度毎に公示 

    します。 

 

２−３ 授業⽇程と授業時限 
 

 岡山大学の授業は，１科目１４回が基本です。なお，期末試験を行う場合は１５回となります。 

 また，１回の授業時間（１時限）は５０分で，原則として１日８時限（夜間主コースは２時限）の授業

が行われます。時限ごとの授業時刻は次のとおりです。  

１時限目    ８：４０ ～  ９：３０ 

２時限目    ９：４０ ～ １０：３０ 

３時限目   １０：４５ ～ １１：３５ 

４時限目   １１：４５ ～ １２：３５ 

５時限目   １３：２５ ～ １４：１５ 

６時限目   １４：２５ ～ １５：１５ 

７時限目   １５：３０ ～ １６：２０ 

８時限目   １６：３０ ～ １７：２０ 
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９時限目   １７：３０ ～ １８：２０ 

１０時限目   １８：３０ ～ １９：２０ 
 
 

なお，授業科目によっては，時限を通して行うものや週２回開講するもの，集中講義で行うものな 

どがありますので，注意してください。 

 

２−４ 単位の基準 

 

    大学での学修は単位制度を基本としています。 

    １単位は，教員が教室等で授業を行う時間及び学生が事前・事後に教室外において準備学習・復習 

   を行う時間の合計で標準４５時間を要する教育内容をもって構成されています。 

    ただし，単位数は，個々の授業の種類や形態によって異なります。 

 

    岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。なお，「大学の 

   授業による学修時間」には期末試験に要する時間を含みません。 

 

    岡山大学の教養教育科目については，次の基準により１単位が設定されています。 

授業の種類・方法 大学の授業による学修時間 授業時間外の学修時間 

講 義            １５時間            ３０時間 

演 習         １５～３０時間         ３０～１５時間 

実 験         ３０～４５時間          １５～０時間 

実 習               ３０時間               １５時間 

 

岡山大学では通常，上表の「大学の授業における学修時間」において，「５０分授業，１４回履修 

」を「１５時間の学修時間」とみなします。従って，講義科目１単位を修得するためには，１回５０ 

分の授業に１４回出席し，当該授業に関する自学・自習・レポート作成等を行い，さらに試験等に合 

格することが必要です。 

 

２−５ 成績の評価 

 

岡山大学ではＧＰＡ制度を導入しています。ＧＰＡとは, Grade Point Average （グレード・ポイ

ント・アベレージ）の略で，欧米で一般的に行われている成績評価制度のことです。 

 ＧＰＡ制度の成績の表し方とＧＰ（グレード・ポイント）の換算は次のとおりです。 

 

評語 ＧＰ 評点 基  準  等 

Ａ＋ 
欄外の 

ＧＰ算 

出方法 

を参照 

９０～１００点 
到達目標を十分に達成し，極めて優秀な成果を収めて

いる。 

Ａ ８０～８９点 到達目標を達成し，優秀な成果を収めている。 

Ｂ ７０～７９点 到達目標を達成し，良好な成果を収めている。 

Ｃ ６０～６９点 到達目標を概ね達成している。 
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Ｆ ０ ０～５９点 到達目標を達成していない。（単位を授与しない。）

認定 対象外 付さない ① 入学前の既修得単位及び転学，編入学等の既修 

 得単位について，学部・研究科の判断により，本 

 学における授業科目の履修により修得したものと 

 みなし，単位を授与する場合 

② 他の大学等において履修し修得した授業科目の 

 単位又は大学以外の教育施設等における学修につ 

 いて，学部・研究科の判断により，本学における 

 授業科目の履修により修得したものとみなし単位 

 を授与する場合で，評点により評価しがたい場合 

修了 対象外 付さない  本学の開設する授業科目のうち，授業の特殊性に 

鑑み，評点により評価しがたいもの，若しくは一定 

の到達度をもって評価し単位を授与する場合 

未修得 対象外 付さない  修了の評語をもって合格の評価とする授業科目で，

不合格（単位を授与しない。）とする場合 

 

   ＧＰ（グレード・ポイント）算出方法 

     ＧＰ＝（評点－５５）／１０ 

        ※ただし，評語「Ｆ」（不合格：評点６０点未満）のＧＰは０とします。 

また，「認定」，「修了」，「未修得」については，対象外としＧＰを付しません。  

 

 

 

  ①成績不振の学生をいち早く発見し，アカデミック・アドバイザーの教員を中心に適切な指導を 

   行うこと。 

  ②ＧＰＡを目安にして学生に履修登録科目数の自主規制を促し，計画的な履修を促すこと。 

  ③学生に対して修得単位数だけでなく，個々の単位のレベルアップを図るよう喚起すること。 

 

 

 

  履修登録した科目ごとにＧＰに単位数を掛け，その総和を履修登録単位数の合計で割って算出し 

  ます。 

      

     ＧＰＡ ＝ 
（履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の総和 

履修登録した授業科目の単位数の合計 

 

       ＧＰＡの実際の計算方法例 

科目名 単位数（ａ） 評点 評語 ＧＰ（ｂ） ａ×ｂ 

○○学概論 １ ９５ Ａ＋ 4.0 4.0 

○○学要説 １ ８５ Ａ 3.0 3.0 

□□学演習Ⅰ １ ５５ Ｆ ０ ０ 

□□学演習Ⅱ 0.5 ７０ Ｂ 1.5 0.75 

△△基礎実験 0.5 ９０ Ａ＋ 3.5 1.75 

計 4    9.5 

 

 

 

 

  ２．ＧＰＡの算出方法  

  １．ＧＰＡ制度導入の目的  
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       前ページの学生の場合 

       履修登録した授業科目の単位数の和＝４ 

           （履修登録した授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ）の和＝９．５ 

 

           ＧＰＡ＝９.５÷４＝２.３７５    ２.３８ 

 

              ※小数点第３位は四捨五入します。 

 

 

 

     ・評点を示さず，認定または修了によって単位を取得できる科目 

     ・岡山大学以外で修得した科目を単位として認めたもの 

     ・履修登録後において，履修取消手続きを行った授業科目 

 

２−６ 特別な単位の認定 

 

 

 

 

下記の者については，大学・短大等における既修得単位を認定されることがあります。 

    詳細については各学部の教務学生担当窓口で確認してください。 

    １．大学または短期大学を卒業あるいは中途退学した者で，新たに第１年次に入学した者 

       ２．編入学した者 

 

 

 

 

岡山大学法学部夜間主コース，経済学部の夜間主コース及び薬学部の学生に対しては，本学が指定 

   した放送大学の開設科目を修得した場合，単位の認定が認められています。詳細については各学部の 

   教務担当窓口で確認してください。 

 

 

 

 

ＧＴＥＣ，ＴＯＥＩＣ，ＴＯＥＦＬ等の外国語技能検定試験のスコアや成績により，言語科目の単 

位認定を申請することができます。単位認定基準は，18 ㌻～20㌻のとおりです。ただし，一部の学部 

等の学生については，単位認定の申請を行うことができません。 

    なお，単位認定の申請手続きは，各学部の教務学生担当窓口で行ってください。 

 

     「英語」の単位認定申請の可否 

グローバル・ディスカバリー・プログラムの外部検定試験による単位認定申請は，対象者や科目が 

限定されていますので，グローバル・ディスカバリー・プログラム事務室の窓口で事前に確認してく

ださい。 

２０２０年度以前入学者は，所属学部の教務学生担当窓口で可否を確認してください。 

 

 

 

 

 

  ３．ＧＰＡの対象とならない科目  

２－６－１ 入学前の既修得単位の認定  

２－６－２ 放送大学の修得単位の認定  

２－６－３ 外部検定試験による単位の認定  
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岡山大学交換留学プログラム（ＥＰＯＫ）など，本学との交流協定に基づき外国の大学に留学した 

場合などには，留学先大学での修得単位が本学の修得単位として認定されることがあります。詳細に 

ついては各学部の教務学生担当窓口で確認してください。 

 

 

 

 

本学との単位互換協定に基づき，他大学や高等専門学校専攻科等の授業科目を履修した場合には， 

   他大学等で修得した単位が本学での修得単位として認定されることがあります。                   

    岡山大学では，岡山県内の大学で構成する「大学コンソーシアム岡山」の単位互換協定に参加して 

   います。これらの単位互換制度については，第１・２学期は４月第１週頃，第３・４学期は７月から 

   ９月中旬頃に履修生の募集を行います。募集時期等の詳細については，掲示等でお知らせします。            

    その他の大学等についても，協定に基づき単位を認定するものがあります。詳細については各学部 

   の教務学生担当窓口で確認してください。 

 

                                                                                                 

         

 認定については，転学・編入学等の場合を除き，本学にお 

いて修得した単位以外のものについては，合わせて６０単位 

を越えないものとします。                                                                          

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

                                                                                                 

 

２－６－４ 留学による単位の認定  

２－６－５ 他の大学・高等専門学校等との単位互換協定に基づく修得単位の認定  
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 ２０２２年度入学者・２０２３年度入学者（夜間主コースを除く。）  

外国語の種

別 
単位認定の対象とする外部検定試験 単位認定基準 単位認定の対象とする授業科目の

範囲 
認定可能な単

位数の上限 

英語 TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP 

８５０点以上 英語（スピーキング）－１ 

英語（スピーキング）－２ 

英語（リーディング）－１ 

英語（リーディング）－２ 

英語（ライティング）－１ 

英語（ライティング）－２ 

英語（リスニング）－１ 

英語（リスニング）－２ 

英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

５単位まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

実用英語技能検定（英検） １級 

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検） 
Ａ級 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５７６点以上 

TOEFL iBT ８２点以上 

IELTS ６.５点以上 

GTEC Academic ４技能 ６７８点以上 

GTEC Academic ２技能 ３４９点以上 

TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP 

８００点以上 英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

４単位まで

 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５５４点以上 

TOEFL iBT ７５点以上 

IELTS ６.０点以上 

GTEC Academic ４技能 ６４６点以上 

GTEC Academic ２技能 ３３１点以上 

TOEIC Listening & Reading 又は  

TOEIC Listening & Reading IP  

７５０点以上 英語（総合）－１ 

英語（総合）－２ 

英語（S＆L）－１ 

英語（S＆L）－２ 

英語（R＆W）－１ 

英語（R＆W）－２ 

２単位 

まで 

実用英語技能検定（英検） 準１級 

国際連合公用語英語検定試験（国連

英検） 
Ｂ級 

TOEFL PBT 又は TOEFL ITP ５３２点以上 

TOEFL iBT ６８点以上 

GTEC Academic ４技能 ６１３点以上 

GTEC Academic ２技能 ３１３点以上 

ドイツ語 ドイツ語技能検定試験（独検） ２級以上 

 

ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅱ－１（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅱ－２（インテンシブ）

ドイツ語中級 

４単位まで 
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３級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅱ－１（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅱ－２（インテンシブ）

ドイツ語中級 

３単位まで 

 

４級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

ドイツ語初級Ⅱ－１ 

ドイツ語初級Ⅱ－２ 

ドイツ語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

ドイツ語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

２単位 

まで 

５級 ドイツ語初級Ⅰ－１ 

ドイツ語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 

フランス語 実用フランス語技能検定試験（仏検） ３級以上 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

フランス語初級Ⅱ－１ 

フランス語初級Ⅱ－２ 

フランス語中級 

４単位まで 

４級 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

フランス語初級Ⅱ－１ 

フランス語初級Ⅱ－２ 

２単位 

まで 

 

５級 フランス語初級Ⅰ－１ 

フランス語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 

中国語 漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 
 
※５級・６級については，１８０点

以上のスコアを獲得した場合，単位

認定の対象とする。 

４級以上 

 

 

中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

中国語初級Ⅱ－１（インテンシブ）

中国語初級Ⅱ－２（インテンシブ）

中国語中級 

中国語上級 

４単位まで 

 

中国語検定試験（中検） ２級以上 

漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

３級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

３単位まで 
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中国語検定試験（中検） ３級 中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

中国語初級Ⅱ－１（インテンシブ）

中国語初級Ⅱ－２（インテンシブ）

中国語中級 

漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

２級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

中国語初級Ⅱ－１ 

中国語初級Ⅱ－２ 

中国語初級Ⅰ－１（インテンシブ）

中国語初級Ⅰ－２（インテンシブ）

２単位 

まで 

中国語検定試験（中検） ４級 

漢語水平考試（ＨＳＫ） 
（筆記試験のみ） 

１級 中国語初級Ⅰ－１ 

中国語初級Ⅰ－２ 

１単位 

まで 
中国語検定試験（中検） 準４級 

韓国語 韓国語能力試験 ２級以上 韓国語初級Ⅰ－１ 

韓国語初級Ⅰ－２ 

韓国語初級Ⅱ－１ 

韓国語初級Ⅱ－２ 

韓国語中級 

４単位まで 

１級 韓国語初級Ⅰ－１ 

韓国語初級Ⅰ－２ 

韓国語初級Ⅱ－１ 

韓国語初級Ⅱ－２ 

２単位 

まで 

 

スペイン語 スペイン語技能検定 ４級以上 スペイン語ベーシック１～４ 

スペイン語ステップアップ 

４単位まで 

５級 スペイン語ベーシック１～４ 

 

２単位 

まで 

 

６級 スペイン語ベーシック１及び２ 

 

１単位 

まで 

イタリア語 実用イタリア語検定 ３級以上 イタリア語ベーシック１～４ 

イタリア語ステップアップ 

４単位まで 

４級 イタリア語ベーシック１～４ ２単位 

まで 

 

５級 イタリア語ベーシック１及び２ １単位 

まで 

備考 １ 英語の認定は原則として，同一科目の「－１」と「－２」に対して行うこと。やむを得ず「－１」と「－２」

の片方のみ認定する場合は，「－２」を認定する。「－１」のみの認定は，学生が「－２」をすでに履修して

いる場合にのみ行って良いのものとする。 

   ２ 「GTEC Academic ４技能」のスコアのうち，２技能のみを用いて，「GTEC Academic ２技能」の単位認定の 

対象とすることはできない。 
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